
  

新春日井市史編さん基本方針 

 

１ 趣旨 

  春日井市は、これまで昭和 38 年に刊行した「本文編」を始めとし、資料編や地

区誌編等を含め 13巻を刊行しているが、市制 50周年を記念して平成６年に刊行し

た「現代編」以降、時代は令和へと移り変わり、市を取り巻く環境も大きく変化し

ている。   

また、現在の春日井市を作り上げてきた先人の知識や、市内に残されている貴重

な歴史的資料が、時間の経過により失われることなく、市民の財産として後世に伝

えていくことは、昨今の重要な課題となっている。 

そのため、令和５年の市制 80 周年に向け、古代から平成年間までの資料を改め

て整理し、市の歴史を再確認するとともに、郷土の歴史や文化に対する市民の理解

を深め、郷土愛の醸成を図るため、新たな市史を編さんすることとする。 

 

２ 刊行物の種類 

  歴史資料としての（仮称）「新春日井市史」と広く市民が親しみやすい（仮称）「新

春日井市史 普及版」を編さんする。 

 ⑴ （仮称）「新春日井市史」（Ａ４判、上製本、約 900頁を予定） 

   既刊の通史である「本文編」、「現代編」の内容に、近年の新たな調査・研究の

成果を反映させ、再度執筆し直すとともに、以降の歴史を新たに編さんし、（仮

称）「新春日井市史」として１冊にまとめる。 

 ⑵ （仮称）「新春日井市史 普及版」（Ａ４判、並製本、約 500頁を予定） 

   （仮称）「新春日井市史」の内容を要約しながら、写真や図を多く取り入れ、よ

り簡易な文章で記述し、様々な世代にとって親しみやすいものとする。 

 

３ 編さん方針 

 ⑴ 郷土に残る有形・無形の歴史資料を後世に継承していくため、既刊の市史や保

存されている資料を生かしながら、広く必要な資料を収集する。 

 ⑵ 分かりやすい表現を用いて記述し、市民が理解しやすい表記とする。 

⑶ 多くの市民や関係者の協力を得ながら編さんに取り組み、適宜情報発信を行う

ことで市民の関心を高めるとともに、郷土愛の醸成を図る。 

 ⑷ 印刷媒体のほか、保存や利用のしやすさを考慮し、電子媒体による公開も検討

する。 

  



                                       

⑸ 編さんの過程で収集した資料は、まちづくりや生涯学習などに活用できるよう

適正に整理・保存する。 

⑹ 刊行に際しては活用される市史を目指し、効果的なＰＲの実施や活用方法を検

討する。 

 

４ 編さん期間及び編さん工程 

 ⑴ 編さん期間は令和元年度から令和５年度までとする。 

 ⑵ 編さん工程は「別表」のとおりとする。 

 

５ 編さん体制 

⑴ 編さん委員会 

  市長、市議会議長、副市長、学識経験者、市議会議員及び市職員で組織し、市

史編さんに係る資料の収集等を含めた基本方針、事業計画など基本的な事項を審

議する。 

⑵ 編集委員会 

  監修者、地元郷土史研究者及び市職員等で組織し、具体的な編集内容や調査研

究の方向性、収集資料の選別など専門的な事項を協議する。なお、必要に応じて

オブザーバーとして各分野の専門家等や資料収集、校正等を行う編さん協力員

を招集することができる。 

⑶ 監修者 

   市史編さんに対する指導や助言、監督を行う。 

⑷ 委託業者 

  資料収集・調査協力、執筆、編集、校正、印刷等を実施し、編さんに関する各

工程を管理する。 

⑸ 事務局 

   企画政策部企画政策課に置き、各委員会、監修者、委託業者との調整や庁内の

資料収集・整理、市民への情報発信等を実施する。 

 

 



◎令和２年１月～6年3月末

年

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基本方針の策定

目次案の作成・検討・決定

資料・写真収集（１次・2次）

資料の整理・読み込み

原稿執筆　【第1次】

原稿確認・修正検討　　＊1

原稿執筆　【第2次】

写真・図表選定・決定

原稿確認・修正（最終）

原稿完成・脱稿・社内校正　

初校ゲラ校閲

初校ゲラ戻り・差し替え・内校

再校ゲラ校閲

再校ゲラ戻り・差し替え・内校

3校通しゲラ校閲

3校戻り・差し替え・校正

PDF念校実施（最終確認）

校了

印刷製本

別表　（仮称）「新春日井市史」編さん工程

＊1　執筆終了したものから順に内容を確認し、指摘・要望事項を反映させるため、第2次原稿へと移行。

刊
行

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度



◎令和２年１月～6年3月末

年

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

基本方針の策定

目次案の作成・検討・決定

フォーマットの提案・検討・確定

資料整理・読み込み

普及版原稿執筆

原稿確認・修正　

写真・図表選定・決定

原稿完成・脱稿

初校ゲラ校閲

初校戻り・差し替え・内校

再校ゲラ校閲

再校戻り・差し替え・内校

3校通しゲラ校閲

3校戻り・差し替え・内校

色校実施（最終確認）

校了

印刷製本

別表　（仮称）「新春日井市史　普及版」編さん工程

令和元年度 令和3年度

刊
行

令和4年度令和2年度 令和5年度


